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１ 今年度の事業への取り組みについて 

 蔵王町の地域学校協働活動では、地域・家庭・学校が連携し地域全体で子供を育てることを目的と

し事業を展開している。令和 7年度も前年度に引き続き、多種多様な技能を持ち合わせたボランティ

アで組織している「ざおうっ子応援団」の体制を整えながら学校教育支援活動に力を入れ、事業を展

開している。 

２ 地域学校協働本部について 

 現在、蔵王町には地域学校協働活動本部が設置されていないが、地域学校協働活動推進協議会を組

織しており、本部としての機能を果たしている。地域コーディネーターについては 2名を常勤で配置

している。 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事業名 内容 備考 

子育てサポーターチーム 
「すまいるハート」の
活動 

今年度は講演会時や公民館講座における託児や昨
年度に引き続き、子育てサポーターの活動周知の
ために手書きのメッセージカードを作成し、乳幼
児健診の際に保護者に渡した。 
また、会員の資質向上のために子育て支援施設へ
の視察研修会も行った。 
ほか、県主催事業への参加とチーム内での定例会
を行った。 

現在、17名の子育て
サポーターが登録。 

公民館講座 
「リフレッシュ♪ママカフェ」 

今年度のママカフェは 4回開催予定。育児で毎日 

忙しい母親にリフレッシュしてもらうと同時に学 

びの場を提供し、その間子育てサポーターは託児 

を行っている。 

【開催】 

7 月、11 月、12 月 

【開催予定】 

2 月 

家庭教育支援だより 
保護者へ向けた家庭教育情報を掲載した家庭教育 

だよりを発行予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育てサポーターの活動】 
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（２）地域活動支援 

事 業 名 内    容 備    考 

ジュニア・リーダー 

事業・研修会 

地域子ども会活動の支援及び地域活動の

活性化を目指し、中高校生を対象に研修

会を実施し、次世代リーダーとしての知

識や技術の習得を目指す。 

イ）初級研修会 

【期日】6月 28 日（土）～29日(日) 

【会場】松島自然の家 

【参加】13 名 

ロ）子ども会活動や地域活動の支援 

町育成会との共催事業 

イ）子どもの理解、ジュニア・リ

ーダーの役割について学び、

必要な基礎知識や技術の習得

を目指す。 

ロ）町内 5つの支部が各地区児童

館を拠点に児童厚生員の指導

のもと地域活動に参画。 

インリーダー研修会 

小学4～6年生を対象に子ども会リーダー

としての知識や技術の習得を目指す。 

【期日】7月 26 日(土)～27 日（日） 

【会場】松島自然の家 

【内容】レクリエーション、海遊びほか 

【参加】32 名 

町育成会との共催事業 

世代間交流事業 

各種団体等と共催し、広い世代の参加を 

呼び掛け、交流を深める取組を実施。 

永野地区ふるさと伝承教室 

【期日】6月 8日（日） 

【会場】円田小学校体育館 

【参加】39 名 

ほか、宮地区モルック大会・永野地区ふ

るさと伝承教室・円田地区凧あげ大会等 

地区公民館・育成会・母親クラ

ブ・ＰＴＡ等と共催 

蔵王町子ども会大会 

子ども会会員、ジュニア・リーダー、成

人指導者が共通の体験活動を通して、交

流と親睦を深める。 

【期日】10 月 12 日(日) 

【会場】国営花山青少年自然の家南蔵王

野営場 

【内容】レクリエーション・ニュースポ

ーツ 

【参加】26 名 

町育成会との共催事業 

ざおうっ子伝承芸能 

発表会 

民俗芸能について理解を深めるととも

に、会員相互の交流と親睦を深める。 

【期日】11 月 2 日(日) 

【会場】蔵王町ふるさと文化会館 

【参加】89 名 

蔵王町子ども伝承・創作芸能推進

協議会との共催 

 

 

 

 

 

 

 

【ジュニア・リーダー活動】 【円田地区むかし遊びフェスティバル】 【伝承芸能発表会】 

 



－蔵教委３－ 

（３）学校教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

本の読み聞かせ 

本好きな子供に育ってほしいという願い

を込めて実施。読み聞かせをとおして、

本との出会い、友達との共通体験を得る

ことができる。 

町内全小学校で月 1回～2回程

度、読み聞かせボランティアを

中心に活動。 

【実績】（12 月末現在） 

支援件数：33件 

支援者数：延べ 122名 

登校指導・見守り 

児童が安全に登校できるよう指導・見守

りを行う。 

町内 2校（円田小学校、宮小学

校）区で実施。 

【実績】（12 月末現在） 

支援件数：134 件 

支援者数：延べ 141名 

学習支援活動 

町内の小中学校における学習支援（指

導・補助）を行う。 

【国語】毛筆指導、蔵王町に伝わる昔話 

【社会】蔵王町の歴史について、蔵王町

の産業について、蔵王町の公共施

設について 

【理科】流れる水のはたらき、地層の学習 

【総合的な学習ほか】 

福祉体験、地域を知る学習、田

植えの学習、稲刈り、防災教

室、熊の学習、施設見学ほか 

町内全小中学校にて実施。 

【実績】（12 月末現在） 

支援件数：54件 

支援者数：延べ 121名 

校外活動支援 

町内の小中学校における校外学習の支援

（指導・補助）を行う。 

登山指導 ほか 

町内全小中学校にて実施。 

【実績】（12 月末現在） 

支援件数：4件 

支援者数：延べ 13名 

キャリア教育 

中学生が町内の事業所等において職場体験

を実施するに際し、事前学習として「マナ

ー講座」、「キャリアセミナー」を実施。社

会人との関わりを持つことで、将来の自分

を深く考えるきっかけを作る。 

町内全中学校で実施。 

   

 

 

 

 

 

 

 

【地層の学習】      【キャリアセミナー】      【福祉体験】 
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（４）放課後子ども教室 

事 業 名 内    容 備    考 

放課後子ども教室 

児童の安全安心な活動拠点（居場所）を設け

ると共に、地域ボランティアからの協力を得

て体験活動や創作活動を提供している。 

【期日】6月 26 日（木）ほか 

【会場】小学校 

【内容】創作活動 

【参加】延べ 75 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

家庭教育支援活動では、子育てサポーターの活動周知のために引き続きメッセージカードを作成

し、乳幼児健診の際に保護者に渡した。子育てサポーターという身近な存在が活動していることを知

ってもらう良い機会となっている。地域活動支援では、行事をとおして世代間の交流を促すことがで

きた。また、ジュニア・リーダー活動においては、体験活動や企画力を養うための活動を行った。意

欲的に活動に取り組む姿が見られた。学校教育支援、放課後子供教室では、「ざおうっ子応援団」の登

録者を数多く活用し、子供たちの「学ぶ意欲向上」と地域住民と子供がつながる橋渡し役を担うこと

ができた。活動に携わるボランティアの方々は、自分の知識などを生かし、子供たちや地域に必要と

されること、感謝されることに大きな喜びと生きがいを感じている。 

 

（２）課題 

家庭教育支援活動では、子育てサポーターが主体となる能動的な家庭教育支援を実践できるようサ

ポートしていくことや子育てサポーターの活動意欲を維持するための取組も必要だと考える。また、

家庭教育全般における情報の発信方法も今後の課題である。地域活動支援では、人材の育成と同時に

その人材が活躍できる仕組み・枠組みの構築が必要であるとともに、必要課題だけでなく、欲求課題

を満たすことが出来る活動を検討していく必要がある。学校教育支援では、現在依頼するボランティ

アに偏りがあるため、特定の人材だけができる活動ではなく、より幅広い人材が活躍できる活動を地

域・家庭・学校の連携により考えていく必要がある。さらに、ざおうっ子応援団に登録しているボラ

ンティアの方々の活動における個人の資質向上のための研修会を行い、より質の高い支援活動を行っ

ていきたい。放課後子ども教室は、年間に行っている回数の少なさとボランティアの組織化が課題と

考える。放課後児童クラブや小学校と連携を取りながら今後の開催時期、内容、ボランティア組織化

の土台作りを考えていきたい。 



 

 

○市町名  蔵王町 

○学校名  蔵王町立平沢小学校 

○期 日  令和７年１０月２９日（水） 

○内 容  福祉について体験しよう 

○講 師   

蔵王町社会福祉協議会  大沼 卓也 氏 

○指導補助      

蔵王町社会福祉協議会  畠山千賀子 氏 

              小野  聡  氏 

              関根 洋平 氏 

  特別養護老人ホーム楽園が丘 

奥村 洋士 氏 

  在宅複合型施設ざおうの杜あおそ館 

              川村  敬  氏 

  放課後等デイサービス ココシフレ蔵王 

              平間  嘉  氏 

 

○児童の声 

・実際に車いすに乗って体験することで、操作も  

分かったし、実際にどのように補助すればいい 

かも分かり、とても勉強になりました。 

・車いすに乗っていると、意外に怖いことが分か 

りました。補助する人の声掛けがとても大事だ 

ということが分かりました。 

 

  

 

・ミニコーンをよけながら車いすを操作するの

が難しかった。 

・車いすに乗っている人がいたら助けたいとい

う気持ちはあるけれど、もしかしたらその人に

とっては自分でできること（困っていることで

はない）かもしれません。車いすの方ができる

ことかどうか、ありがた迷惑にならないように、

相手の気持ちを考えて行動したいです。 

・車いすを操作していると、腕が痛くなってきて、 

とても大変でした。 

・知り合いが乗っている車いすみたいに電動の

ものもあるから、たくさんの種類の車いすがあ

るのだなと思いました。 

・車いすのスポーツ等についても調べてみたい  

と思いました。 

 

蔵王町 蔵王町立平沢小学校(総合的な学習の時間)「福祉体験」 



〇講師から 

福祉教育学習では、キャップハンディ体験を通

して、福祉について考えてもらっています。「福

祉」を言葉で説明しても理解が難しい面もあるた

め、実際の体験を通じて、「人」と「人」との関わ

りの中で「思いやりの心」や「気付きの心」など

相手の気持ちを少しでも感じてもらうとともに、

自分自身の日常生活の中で、福祉は身近にあるも

のだと思ってもらうきっかけとなればうれしく

思います。 

（蔵王町社会福祉協議会 大沼 卓也） 

 ○教職員の声 

今回は、お忙しい中、多くの方々に御来校・御

指導いただきましてありがとうございました。今

回の体験を通して、普段見ている児童の姿とは、

またちょっと違う姿を見ることができました。実

際に児童自身が車いすに乗ることで、車いすの方

がどのようなことに対して困って不便さを感じ

ているのか、また反対に、補助される側も体験し、

補助の仕方によっては不安な気持ちになってし

まうことも感じることができたと思います。  

今回の体験により、相手の気持ちを考えて行動

することの大切さに改めて気付いた児童もいた

と思います。人によって困り感は異なると思いま

すが、困っている人を見かけたときに、自然と声

を掛けたり寄り添ったりできるような児童を育

んでいきたいと思います。 

「ふだんの くらしの しあわせ」を目指して。 

（教諭 大沼 貴史） 

○大河原教育事務所から 

 学校と地域が連携・協働し、地域の子供たちの

ために主体的に活動している皆様の思いが、子供

たちの学びや気付きへとつながるすばらしい機

会だと感じました。 
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